
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 平成２９年産麦の収穫状況について 

 

 平成２９年産麦の収穫作業進度率は、５月３０

日（火）現在で、３２．０％となりました。 

 大麦とはだか麦については、それぞれ９６．０％、

１００％と収穫が進んでいます。小麦については、

一部で５月２２日から始まっており、２９日から

本格化しています。品種や地域に差はありますが、

概ね６月１１日の収穫完了を見込んでいます。 

 現在、６、７日に雨の予報がでており、共乾施

設の荷受体制を調整しながら、全力で収穫に取組

んでいます。 

次回の収穫状況の取りまとめは、６月６日（火） 

現在で、「福岡の麦」の発送は６月１２日（月）を

予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡の向こう１週間の気象情報（気象庁発表） 

 

 

 

 

↑収穫の様子（ＪＡあさくら、６月１日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ちくしＷ２号（直鞍、５月２８日撮影） 
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         日本一の麦をつくろう！＞＞全農ふくれん発＞＞ 

全国農業協同組合連合会福岡県本部 

(担当：農産部農産課） 

電話：092-762-4713 

収穫状況調査表（県本部調べ５／３０現在）          単位：（面積：ha）（進度率：％） 

麦　　種 作付面積 収穫面積 進度率
小　　麦 13,870              600                 4.3
大　　麦 5,688               5,463               96.0
はだか麦 293                 293                 100.0
合　　計 19,851              6,356               32.0  

（注）全集連を除く、作付面積（播種前契約面積） 

 

 

 

 

 

 



 

 
◆シロガネコムギ（ＪＡ柳川、５月３１日） 

 

 

 

 

☆★☆あとがき☆★☆ 

 

大麦・はだか麦については、ほぼ収穫が終了し、

福岡県南部地域を中心に小麦の収穫が本格化して

きました。２９年産麦は昨年の１１月頃から播種

が始まり、現在収穫を迎えています。この間にＪ

Ａ全農ふくれん麦部会、各ＪＡの部会組織では、

品質向上に向けて、中間管理研修会等の取組みを

行ってきました。今後も、収穫、乾燥・調製まで

気を抜かずに作業を進めていきます。 

ＪＡ全農ふくれん麦部会では、「日本一の麦をつ

くろう！」をスローガンに、生産者、実需者、関

係機関一体となり、福岡県産麦の品質・収量の向

上に向け、精一杯取り組んでいきます。 
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ＨＰにも掲載！ 

 ＪＡ全農ふくれん  検索        


